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は じ め に 

 

 

 この報告書は、船員の災害・疾病の発生状況を明らかにするため、船員法第１１１条及

び同法施行規則第７３条の規定に基づいて神戸運輸監理部管内の船舶所有者から提出され

た「災害疾病発生状況報告書」をもとに、その状況を作業別・態様別・年齢別・病類別に

とりまとめたものです。 

 災害・疾病により貴重な人命を失ったり、心身の損傷を生じることは、船員のみならず

家族や企業、ひいては社会の大きな損失となります。 

船員の災害・疾病の防止のためには、常に船内の不安全状態や不安全行動を除去する事

が必要であり、船舶所有者や船員、その他関係者の皆様方の日頃の努力の積み重ねが欠か

せません。 

  本報告書が、皆様方が船員の災害・疾病発生の実態を十分に把握され、船員という職業

を安全かつ衛生的で安心して働ける魅力あるものとしていく上での助けとなりましたら大

変幸甚に存じます。 

 

 

  令和４年３月 

 

 

 

                                    神 戸 運 輸 監 理 部 

海上安全環境部 船員労働環境・海技資格課 
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Ⅰ 報告の概要 

 

 １ 報告の趣旨 

 

この報告書は、神戸運輸監理部管内の船舶所有者から船員法第１１１条及び同法施

行規則第７３条の規定に基づいて報告された「災害疾病発生状況報告書」を取りまと

めたもので、船員の災害・疾病の実態を明らかにするとともに、今後の船員災害防止

対策に活用できるよう編集したものです。 

 

 

 ２ 対象船員の範囲 

 

      船員法第１条に規定する船員 

 

 

 ３ 報告の対象となる災害及び疾病 

 

令和２年度（令和２年４月１日～令和３年３月３１日）において、船舶内及び船内

作業に関連して船舶と密接した場所で発生した休業３日以上（発生当日を含む）の災

害及び疾病（死亡及び行方不明を含む）を対象としています。 

 

 

 ４ 令和２年度の管内における災害疾病発生状況の特徴 

 

災害の発生については、前年度（令和元年度）を上回りました。前年度に比べ、発

生数で７人、船員千人当たりの発生率（以下「千人率」）で２．１ポイント増加して

います。千人率については、昨年度と同様に全国値よりも低い結果となっています。

（表－３、図－２（２）参照） 

船種別に見ると、漁船の千人率が大幅に増加し、全国値を大きく上回っています。 

 (表－３、図－２（４）参照) 

災害による死亡は発生していません。 

 

疾病の発生については、前年度（令和元年度）を下回りました。前年度に比べ、発

生数で３人、千人率で０．６ポイント減少しています。千人率については、全国値を

下回っています。（表－３、図－３（２）参照） 

病類別の発生状況を見ると、新生物が最も多く、次いで循環器系、感染症と続いて

います。疾病による死亡は２件発生しています。 



 

Ⅱ 災害及び疾病の発生状況 

 

１ 災害及び疾病発生状況の概要 

 

  

神戸運輸監理部管内における令和２年度の災害及び疾病の発生総数は５５人、千人率は、

１４．８‰となっており、前年度と比較して発生総数で４人、千人率で１．３ポイントの 

増加となりました。 

船種別では、漁船が千人率３８．０‰（発生数１７人）と突出しており、次いで一般船舶 

が１５．１‰(２９人) 、その他船舶が６．７‰(９人)と続いています。 

各船種別の千人率を前年度と比較した場合、一般船舶で４．３ポイントの増加、漁船で

６．１ポイントの増加、その他船舶で３．８ポイントの減少となりました。 

 

表－１ 災害及び疾病の発生状況 

 

（注）①表中、上段は「発生人数」（人）、下段は「千人率」（‰）。 
    ②発生人数欄の()内の数値は、死亡及び行方不明数（内数）。 

③船種「その他」とは、曳船・はしけ・起重機船等の作業船及び官公庁船等。 
④「千人率」は、船員（予備船員等を含む）千人当たりの、１年間の災害・疾病 

の発生人数。 
年間の災害発生人数又は疾病発生人数 

船員数（予備船員等を含む） 
⑤千人率を算出するに当たっての船員数（予備船員等を含む）は、令和２年度事業状況 
報告書による令和２年１０月１日現在のものです。 

 

表－２ 神戸運輸監理部管内の船員数（令和２年１０月１日現在） 

 

（注）船員数（予備船員等を含む）は、令和２年度事業状況報告書による。 

船種別
区分

55 (2) 29 (2) 17 9
14.8 15.1 38.0 6.7

25 9 13 3
8.1 6.0 29.1 2.6

6 5 0 1
9.7 11.7 0.0 5.2

31 14 13 4
8.4 7.3 29.1 3.0

22 (2) 14 (2) 4 4
7.1 9.4 8.9 3.5

2 1 0 1
3.2 2.3 0.0 5.2

24 (2) 15 (2) 4 5
6.5 7.8 8.9 3.7

合　　計 一般船舶 漁　　船 その他

疾
　
　
病

本 局
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災
　
　
害
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船種別
本支局別
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合　　　　 　　　計 3,710 1,919 447 1,344

合　　計 一般船舶

本　　　　　　　 局
姫路海事事務所 620 428 0 192

3,090 1,491 447 1,152

× 1,000 千人率（‰）＝ 



 

表－３・図－１ 神戸運輸監理部管内の災害及び疾病の発生状況の推移 

 

（注）「災害」及び「疾病」の人数は、発生人数、( )内は千人率。 

 

合　　　計 一般船舶 漁　　　船 そ の 他
H23 39 ( 9.4) 8 ( 3.9) 15 (29.0) 16 (10.2)
24 37 ( 9.2) 13 ( 6.6) 16 (29.5) 8 ( 5.2)
25 31 ( 7.7) 11 ( 5.5) 12 (23.5) 8 ( 5.3)
26 36 ( 9.0) 15 ( 7.5) 11 (26.5) 10 ( 6.4)
27 34 ( 8.1) 18 ( 8.5) 12 (24.6) 4 ( 2.5)
28 35 ( 9.2) 14 ( 8.1) 14 (27.8) 7 ( 4.5)
29 42 (11.1) 8 ( 4.5) 21 (40.2) 13 ( 8.7)
30 30 ( 8.1) 13 ( 7.6) 6 (11.7) 11 ( 7.3)
R1 24 ( 6.3) 4 ( 2.3) 8 (16.0) 12 ( 7.9)
R2 31 ( 8.4) 14 ( 7.3) 13 (29.1) 4 ( 3.0)

H23 31 ( 7.5) 12 ( 5.8) 17 (32.8) 2 ( 1.3)
24 35 ( 8.7) 9 ( 4.6) 18 (33.1) 8 ( 5.2)
25 33 ( 8.2) 13 ( 6.5) 13 (25.5) 7 ( 4.7)
26 26 ( 6.5) 17 ( 8.5) 7 (16.9) 2 ( 1.3)
27 33 ( 7.9) 18 ( 8.5) 8 (16.4) 7 ( 4.4)
28 41 (10.8) 20 (11.5) 11 (21.8) 10 ( 6.4)
29 47 (12.5) 26 (14.8) 6 (15.3) 13 ( 8.7)
30 31 ( 8.3) 18 (10.6) 6 (11.7) 7 ( 4.7)
R1 27 ( 7.1) 15 ( 8.5) 8 (16.0) 4 ( 2.6)
R2 24 ( 6.5) 15 ( 7.8) 4 ( 8.9) 5 ( 3.7)
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２ 神戸運輸監理部管内と全国との比較 

 

  (1) 災害発生状況 

 

神戸運輸監理部管内における令和２年度の災害発生総数は３１人、千人率は 、

８．４‰であり、前年度に比べて災害総数は７人、千人率では２．１ポイント増加

しました。全国の千人率の比較では、全国値を２．０ポイント下回っています。 

各船種別に比較した場合、一般船舶が全国値を３．８ポイント下回る値となりま

した。また、漁船、その他船舶では全国値を上回る結果となっています。 

 

図－２（１） 全国の災害千人率との比較 

 

 

図－２（２） 災害千人率の推移【全船種】 
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図－２（３） 災害千人率の推移【一般船舶】 

 

図－２（４） 災害千人率の推移【漁 船】 

 

図－２（５） 災害千人率の推移【その他船舶】 
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  (2) 疾病発生状況 

 

神戸運輸監理部管内における令和２年度の疾病発生総数は２４人、千人率は

６．５‰であり、前年度と比べて疾病総数は３人、千人率では０．６ポイントの   

減少となりました。全国の千人率の比較では、全国値を１．２ポイント下回ってい

ます。 

船種別に比較した場合、漁船で、全国値を８．２ポイント上回り、一般船舶、そ

の他船舶では、全国値を下回る結果となりました。 

 

図－３（１） 全国の疾病千人率との比較 

 

 
図－３（２） 疾病千人率の推移【全船種】 
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図－３（３） 疾病千人率の推移【一般船舶】 

 

 

図－３（４） 疾病千人率の推移【漁 船】 

 

 

図－３（５） 疾病千人率の推移【その他船舶】 
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  (3) 船員災害防止基本計画の減少目標と神戸運輸監理部管内実績の推移 

 

第１１次基本計画の２年度目となる令和２年度は、災害千人率は目標値を０．８ 

ポイント上回り、疾病千人率は目標値を１．５ポイント下回りました。 

災害千人率、疾病千人率ともに、平成３０年度、令和元年度と減少傾向でしたが、

令和２年度は、災害千人率で増加する結果となりました。 

 

図－４ 災害の減少目標と神戸運輸監理部管内実績の推移 

 
※第１０次基本計画の目標値（前計画期間の年平均値から－１３％）：９．７‰ 

第１１次基本計画の目標値（前計画期間の年平均値から－１６％）：７．６‰ 

 

図－５ 疾病の減少目標と神戸運輸監理部管内実績の推移 

 
※第１０次基本計画の目標値（前計画期間の年平均値から－１０％）：８．４‰ 

第１１次基本計画の目標値（前計画期間の年平均値から－１３％）：８．０‰ 
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３ 災害発生状況の詳細 

 

  (1) 作業別災害発生状況 

 

職務上災害を作業別にみると、全船種では出入港作業による災害発生が８人（発生

総数３１人中の２６％）と最も多く、次いで荷役、整備・管理、漁ろう、漁具・漁網

取扱作業が４人（１３％）で並んでいます。 

各船種別には、一般船舶は、出入港作業と荷役作業での災害発生が最も多くなりま

した。 

漁船は、漁ろう作業と漁具・漁網取扱作業の災害発生が最も多く、漁船全体の６２％

を占めています。 

その他船舶は、出入港作業と整備・管理作業が同数で災害発生全体を占めています。 

 

図－６ 船種別にみた作業別災害発生状況 
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  (2) 態様別災害発生状況 

 

全船種では、転落・墜落と転倒による災害発生が８人(発生総数３１人中の各２

６％)と同数で最も多く、次いで飛来・落下、はさまれ、動作の反動・無理な動作が

４人(同１３％)の同数で続いています。 

各船種別では、一般船舶は、転落・墜落の５人が最も多く、次いで転倒が３人と

なっています。 

漁船では転倒の５人が最も多く、次いで飛来・落下が２人となっています。 

その他船舶では、転落・墜落が２人で最も多く、次いではさまれ、まきこまれが

１人の同数となっています。 

 

図－７ 船種別にみた態様別災害発生状況 
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 (3) 被災場所別災害発生状況 

 

全船種では、甲板上における災害発生が１８人(発生総数３１人中の５８％)と全体

の半分以上を占め、例年と同様突出しています。以下、港湾施設が３人(同９．７％)

と続いています。 

特に発生が多い甲板上の災害について、態様別にみた場合、転倒が６人と最も多く

全体の３３％、次いで転落・墜落、飛来・落下が各４人で２２％となっています。 

 

図－８ 被災場所別災害発生状況     図－９ 甲板上での態様別災害発生状況   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

(4) 起因別災害発生状況 

全船種では、甲板装置を起因とする災害発生と起因なしが６人(発生数３１人中の

１９％)と同数で最も多く、次いで漁ろう装置、その他の船体構造物、漁具・漁網が

それぞれ３人（同９．７％）と続いています。 

 

図－１０ 起因別災害発生状況 
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 (5) 年齢別災害発生状況 

 

年齢別で見ると、３０歳代と５０歳代の災害発生数が７人（発生総数３１人中の２３％）と

同数で最も多く、次いで４０歳代と６０歳以上が６人（同１９％）となっています。 

また、災害千人率では１９歳以下が３０．８‰と最も高く、次いで３０歳代の１０．２‰、 

となっています。 

図－１１ 船種別・年齢別の災害発生状況 

 

 (6) 程度別災害発生状況 

 

全船種では休業日数８～２９日の災害発生数が１３人(発生総数３１人中の４２％)と最も

多く、次いで９０日以上が８人(同２６％)となっています。 

図－１２ 船種別の程度別災害発生状況 
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(7) 陸上労働者の死傷災害との比較 

 

全国の陸上労働者の死傷災害と比較すると、一般船舶・その他船舶においては鉱業や陸上

貨物運送事業などの業種を下回ったものの、漁船においては、陸上労働者で最も千人率の高い

林業を上回る結果となりました。 

 

図－１３ 管内船員及び全国陸上労働者の災害発生状況 

 

※船員の千人率は、陸上労働者と比較するため、休業４日以上の千人率として算出。 

※陸上労働者の千人率は暦年（２年１月～２年１２月）で集計されたもの。 

出典：厚生労働省「職場のあんぜんサイト」 http://anzeninfo.mhlw.go.jp 
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 (8) 死亡及び行方不明災害の概要 

表－４（１） 災害による死亡者等の概要 

 

 

 

表－４（２） 過去１０年の死亡・行方不明災害の推移 

      

     （注）死亡・行方不明者数は「職務上」、「職務外」を合算したもの。 
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４ 疾病発生状況の詳細 

 

  (1) 病類別疾病発生状況 

全船種では、新生物の疾病発生が５人(発生総数２４人中の２１％)と最も多く、

次いで循環器系、感染症と続いています。 

 

図－１４ 船種別の病類別疾病発生常況 
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  (2) 年齢別疾病発生状況 

 

全船種では、６０歳以上の疾病発生数８人(発生総数２４人中の３３％)と最も多く、次いで

３０歳代の６人(同２５％) となっています。 

年齢別の疾病千人率で見ると、６０歳以上が１３．３‰と最も高く、次いで３０歳代の８．

８‰の順となっています。 

 

図－１５ 年齢別疾病発生状況の比較 

 

 

  (3) 程度別疾病発生状況 

 

全船種では、休業日数３０日～８９日を伴う疾病発生が１０人(発生総数２４人中の４２％)

と最も多く、次いで８日～２９日の７人(同２９％)が続いています。 

一般船舶及び漁船では、休業日数３０日～８９日を伴う疾病発生が最も多く、その他では、

８日～２９日が最も多く発生しています。 

 

図－１６ 船種別の程度別疾病発生状況 
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表－１（１） 　作業別・態様別の災害発生状況 （全船種）

　　作業別

　態様別

31 8 4 4 4 4 6 1

8 2 2 2 1 1

8 1 1 1 1 3 1

4 1 2 1

1 1

4 2 1 1

2 1 1

4 3 1

　（注）　表中（　　）内は、死亡及び行方不明者数を示し、内数です。
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表－１（２）　作業別・態様別の災害発生状況 （一般船舶）

　　作業別

　態様別

14 4 4 2 3 1

5 1 2 1 1

3 1 1 1

1 1

1 1

2 1 1

2 1 1

　（注）　表中（　　）内は、死亡及び行方不明者数を示し、内数です。

漁
獲
物
取
扱
作
業

単位：人

不

　
　
明

職

務

外

不

　
　
明

職　　　　　　　　務　　　　　　　　上

出

入

港

作

業

荷

役

作

業

合 計

転 落 ・ 墜 落

転 倒

そ

の

他

の

作

業

合

　
　
計

運
航
・
運
転
作
業

整
備
・
管
理
作
業

調

理

作

業

漁

ろ

う

作

業

漁

具

・

漁

網

取

扱

作

業

激 突

飛 来 ・ 落 下

崩 壊 ・ 倒 壊

激 突 さ れ

は さ ま れ

ま き 込 ま れ

切 れ こ す れ

踏 み ぬ き

海 中 転 落

爆 発

火 災

海 難

動 作 の 反 動 ・
無 理 な 動 作

そ の 他

不 明

酸 欠

中 毒

高 温 ・ 低 温 の
物 と の 接 触

感 電



表－１（３）　作業別・態様別の災害発生状況 （漁船）

　　作業別

　態様別

13 2 4 4 3

1 1

5 1 1 3

3 1 2

1 1

1 1

2 2

　（注）　表中（　　）内は、死亡及び行方不明者数を示し、内数です。
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表－１（４）　作業別・態様別の災害発生状況 （その他）

　　作業別

　態様別

4 2 2

2 1 1

1 1

1 1

　（注）　表中（　　）内は、死亡及び行方不明者数を示し、内数です。
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表－２　場所別・態様別の災害発生状況 （全船種）
　単位：人

　　　場所別

　態様別

31 18 2 2 2 1 1 3 2

8 4 1 1 1 1

8 6 1 1

4 4

1 1

4 2 1 1

2 1 1

4 1 1 2

　（注）　表中（　　）内は、死亡及び行方不明者数を示し、内数です。
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表－３　起因別・態様別の災害発生状況 （全船種）
　単位：人

　　起因別

　態様別

31 6 3 1 1 2 1 3 1 3 2 6 2

8 3 1 2 1 1

8 2 2 1 1 1 1

4 1 2 1

1 1

4 1 1 1 1

2 1 1

4 4

　（注）　表中（　　）内は、死亡及び行方不明者数を示し、内数です。
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表－４　年齢別・船種別の災害発生状況

単位：人

船種別

年齢別 一般船舶 漁　　船 その他

31 14 13 4

2 1 1 0

3 1 1 1

7 3 3 1

6 3 2 1

7 3 3 1

6 3 3 0

（注）　表中（　　）内は、死亡及び行方不明者数を示し、内数です。

　　　　構成人数は、令和元年度災害疾病発生状況報告書によるものです。

表－５　被災程度別・船種別の災害発生状況

単位：人

船種別

程度別

31 14 11 6

休　業　　３日 1 1

　４日～　７日 1 1

　８日～２９日 13 3 9 1

３０日～８９日 7 4 1 2

９０日　以　上 8 6 2

死亡・行方不明 0

不　　　　　明 1 1

小　　　　　計 31 14 11 6

死亡・行方不明 0

そ　　の　　他 0

小　　　　　計 0 0 0 0

構成人数
災　害
千人率
(‰)

災　害
発生数

船　　　　種　　　　別

合　　　　計 3,710 8.4

１９才以下 65 30.8

２０才～２９才 842 3.6

３０才～３９才 685 10.2

４０才～４９才 783 7.7

５０才～５９才 733 9.5

６０才以上 602 10.0

職

務

外

合　計 一般船舶 漁　船 その他

合    　　　      計

職

務

上



表－６　病類別・船種別の疾病発生状況

                                   船種別

  病類別

合     計 24 (1) 15 (1) 4 5

そ の 他 の 感 染 症 3 3

小 計 3 3

胆 石 症 1 1

小 計 1 1

脳 梗 塞 2 1 1

痔 核 1 1

脳 内 出 血 1 1

小 計 4 3 1

肺 炎 1 1

そ の 他 気 管 支 炎 1 1

小 計 2 1 1

筋 骨 格 系 脊 柱 障 害 1 1

小 計 1 1

自 律 神 経 障 害 1 1

て ん か ん 1 1

小 計 2 2

良 性 新 生 物 2 2

悪 性 新 生 物 2 (1) 1 (1) 1

胃 の 悪 性 新 生 物 1 1

小 計 5 (1) 4 (1) 1

神 経 症 1 1

そ の 他 の 精 神 行 動 障 害 1 1

小 計 2 2

目 ・ 付 属 器 そ の 他 の 目 の 疾 患 1 1

小 計 1 1

結 石 1 1

小 計 1 1

流 産 1 1

小 計 1 1

そ の 他 そ の 他 1 1

　（注）　表中（　　）内は、死亡及び行方不明者数を示し、内数です。
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表－７　年齢別・船種別の疾病発生状況

船種別
年齢別

24 (1) 15 (1) 4 5

0

3 3

6 3 3

3 2 1

4 (1) 4 (1)

8 3 4 1

（注）　表中（　　）内は、死亡及び行方不明者数を示し、内数です。

表－８　年齢別・病類別の疾病発生状況（全船種）

病類別

24 3 5 0 0 2 2 1 0 4 2 1 0 1 1 1 0 1 0
(1) (1)
0

3 1 1 1

6 2 1 1 1 1

3 1 1 1

4 3 1
(1) (1)
8 1 1 3 1 1 1

（注）　表中（　　）内は、死亡者数を示し、内数。
         構成人数は、令和元年度災害疾病発生状況報告書によるものです。

表－９　程度別・船種別の疾病発生状況
単位：人

船種別
程度別

単位：人

構成人数
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